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　今月は乾癬の増大号である。飯塚　一先生の総説にある通り，その治療法は時代とともに大きく
変遷し，並行して病態への理解も飛躍的に進んでいる。
　私が皮膚科医になった 1983年には，デルモベートⓇを含めたすべての強さの外用ステロイドが出
揃い，乾癬治療においてはステロイドが全盛であった。当時の東大病院皮膚科の病棟には，常に数
人の乾癬患者が入院し，ステロイド軟膏処置を受けていたのを思い出す。ステロイド以外の治療と
しては，当時すでに古典的であったゲッケルマン療法（コールタール＋紫外線）が一部の病院でま
だ行われていた。私自身は経験したことはないが，経験した先生に伺った話では，非常によく効い
たとのことである。しかし，コールタールの汚れと悪臭が嫌われ，さらに発癌の危険性から今では
まったく行われていない。余談であるが，東京帝大の病理学教授であった山極勝三郎は 1915年に
コールタールによる人工的発癌に成功し，これが世界初の人工癌であったことからノーベル賞の有
力候補であったが，残念ながらあと一歩のところで受賞を逸している。
　1985年にエトレチナートが発売され，画期的な内服薬として話題になったが，口唇炎などの不快
な副作用がほぼ必発であることに加え，催奇形性があるため，処方のたびに同意書への署名を求め
なければならないなど，実に使いにくい薬剤であった。1990年代に入ってシクロスポリンが登場し，
治験段階でその効果を目の当たりにして驚いた記憶がある（鳥居秀嗣ほか：西日皮，53：1242‒1245, 
1991）。1992年に保険適用となり多くの患者の症状を劇的に改善させた。これで重い乾癬に悩む患者
はいなくなるのではと楽観的な気分になったが，副作用のために中止を余儀なくされたり，doseを
上げられないために十分な効果が得られなかったりして，最終解決とはいえない状態であった。そ
の後登場したビタミン D外用薬やナローバンド UVB療法も画期的ではあったが，多くの患者の悩
みを解消させるには至らなかった。
　そんななか登場した生物学的製剤は大きなインパクトをもって迎えられ，その劇的な効果は「今
度こそ最終解決ではないか」と思わせるに十分であった。しかし，一次無効，二次無効，副作用，
医療費などの問題があって，まだ最終解決とはいえない状況にあるのは明らかである。
　このように，乾癬治療の歴史においては，新しい治療が登場してこれでゴールだと思ったら実は
本当のゴールはまだ先だった，というようなことが繰り返されている。PASIゼロを患者が望むのは
当然としても，その希望をかなえるためにさらに強い治療を提供し，力で病気をねじ伏せようとい
うやり方を続けていく先に何があるのか，長期使用による予期せぬ副作用の出現や医療費の問題な
どを含めて，若干の不安を感じているこの頃である。
 （相馬良直）
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